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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　12月　5日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　福田　恵子　　　　記録者　本川　沙織
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・感染委員より、軟膏処置に使用したディスポ手袋は一般ゴミです。その他の廃棄物もですが、廃棄する前に感染・非感染・一般ゴミのどの分類になるのか考えてから廃棄して下さい。

・灯油・重油が値上がりしています。灯油だけでなく電気・水道にも気を配り節約をしましょう。当院だけの問題ではなく、日頃から地球にも優しい生活を心掛けることで節約が身に付いてきます。

・Aユニットに、マスクを置きましたので、面会者に使用していただいて下さい。感冒症状等のある御家族の面会は控えていただきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・長根　矢一様～現在、靴を履いていますが、足背に浮腫ある為靴を履くと足の疼痛が生じていることから踵を折っていると予測されます。転倒リスクが高くなります。御家族に履きやすいもの・サイズに見合った靴を探していただきましょう。今度面会にいらしたら相談しましょう。
・小山　正好様～オムツがなくなるのが早いのではと御家族が気にされています。本日オムツ持参されています。（カバータイプ2・リハパン2・パット5・フラット型パット1）一袋ずつは、スタッフオフィスに置いてますが、他は私物庫においてあるので、残少なくなったら私物庫を確認して、オムツがないときは御家族へ連絡して下さい。

　そこで、御家族の不安を取り除く為、1週間でどのくらい使用しているか確認の表を作りました。各時間帯にどの種類のオムツを何枚使用しているか記載し、時間帯ごとでスタッフのサインをしてください。期間は12/5～12/12までの１週間を設けていますので、記載忘れ・サイン忘れがないようにしましょう。次回、御家族が面会に来られたら、オムツ枚数をチェックしている所で12/13過ぎには結果報告できること説明しましょう。
・見付　喜久様、三浦　一男様、小山　正好様
身体状態不安定の為先月はインフルエンザ予防接種できていません。明日、診察して頂き許可されたら予防接種施行しましょう。
・中村　治彦様～日清で用意されているスプーンでは食べこぼしが著しいです。介護用スプーンで試した所きれいに摂取できているので、介護スプーンを御家族へ依頼し持参していただきましょう。又、お椀を倒してしまっているので、深いどんぶりでの配膳を試しに行い、倒さず摂取できているのなら使用して行きましょう。
・玉井　クニ子様～プログラム中は、スタッフ付き添い参加していただきましょう。プログラムに集中できず落ち着かないときや他患者様へ粗暴となるときは、自室で休んでいただきましょう。
＜田名部Drケースカンファ＞
・インフルエンザが流行していますので、衛生管理に注意して行きましょう。
＜褥瘡状態報告＞
・三浦　一男様～仙骨部に表皮剥離あり、浸出液もみられています。創部を清潔に保ち、軟膏処置+ラップ保護を継続して処置しましょう。2時間毎の体位変換・栄養状態の観察・褥瘡用具使用を継続していきましょう。
・見付　喜久様～臀部に発赤見られます。一日何回か軟便が見られているため、臀部不衛生になりやすいです。陰部洗浄を行い清潔にし、体位交換・栄養状態の観察・褥瘡用具の使用を継続して行いましょう。
・中村　治彦様～左手については改善傾向です。引き続き、消毒+パウダー散布処置行いましょう。定期的に小坂Drより診察していただきましょう。
・塚田　昌様～右手については改善傾向です。引き続き、消毒+パウダー散布処置行いましょう。定期的に小坂Drより診察していただきましょう。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・玉井　悠策様～12/3東病棟より南Ａユニットへ転入しています。声掛けでプログラム参加し、拒否みられません。プログラム中は不穏となることなく穏やかに過ごしています。主治医より、本人がやりたくなければ無理にプログラム参加させないようにと指示がありますので、本人の状態をみながら声掛けしていきましょう。

・田端　玲子様～気分の高揚みられておりスタッフへの要求多い状態です。しつこさはなく説明に理解示しており、自己本位な行動もみられません。他者との関わりや活動状況など観察していきます。

・大渡　福蔵様～帰宅要求強く徘徊みられ見守り、介入要しています。歩行状態は、転入当初より少し安定していますが、まだ不安定さみられます。訴えがあるときは話を傾聴し不安の軽減を図っています。転倒に注意して見守りしていきましょう。

・慶長　節子様～時折、体操やレクリエーションに参加することみられます。表情は変化少ないですが、一緒に参加できる時もありますので、今後も促しを行っていきましょう。

・塚田　昌　様～プログラムに集中できず妄想発言多く聞かれています。また、立ち上がろうとすることも頻回にあり落ち着きありません。介入にも落ち着くことできない場合が多く転倒に注意して見守りしています。状態をみながら落ち着ける場所での参加やテーブルに着かせるようにしましょう。

＜連絡事項＞

· 先週、クリスマスの飾りの寄付をお願いしましたが、階段室倉庫前にダンボールをおきましたので、その中に入れていただきたいと思います。宜しくお願いします。

· 個別プログラムとして下肢筋力運動を行っていきます。個別で行う患者さまのケアプランへの反映や、実施と記録などありますので、皆さんの協力をお願いします。個別で実施する患者様は、長根矢一様、坪邦俊様、山下さき様、上村木一様、板垣富蔵様です。







